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DVD-RAM再生DVDプレーヤ
NewDVDPlayerforDVD-RAMs
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DVD-RAM再生

DVDプレーヤ"RP-100”

注:略語説明

DVD(Digita】VersatileDisc)

DVD-RAM(DVDRandom

AccessMemory)

DVD-RAMディスク再生プ
レーヤ"RP-100”

"Rト100”では,DVDカメ

ラ,パソコン,レコーダで記

録したDVD-RAMディスクを

再生することができる｡

日立製作所は,パソコンとAV(Audio-Visual)の融合を目指し,どこでも映像が楽しめる環境を構築することでDVDの世界の

実現を推進し,商品を開発してきた｡今回開発しだ`RP-100”は,DVDカム(DVDビデオカメラ),DVDビデオレコーダ,およ

びパソコンに内蔵したDVD-RAMドライブで記録されたDVD-RAMディスクを再生できるDVDプレーヤの第1弾である｡これは,

互換性を主眼に置いた将来のDVDマルチ化につながっていく技術を採用したものである｡

はじめに

現在,DVD(DigitalVersatile Disc:多用途ディジタ

ルディスク)の世界全体の需要プレーヤは年間2,500力■台

以上であり,実売ベースではすでに5,000フ了白を超え,多

くの人がDVDで映画などを楽しんでいる(図1参照)｡パ

ソコン用のDVD-ROM(Read-Only Memory)ドライブも

年間3,000万台を突破し,世界ですでに7,000方台のパソ

コンでDVDが使える環境が整いつつある(図2参照)｡

DVDを再生できるゲーム機も発売され,レンタルビデオ

とセルビデオ(市販ビデオ)の市場は,VHSビデオテープ

からDVDへと大きく変わりつつある｡

DVDは,規格上はDVD-Videoという方式に分類され

るものである｡これらはもともと再生専用機として発売

され,2年以上経過してから記録型DVDの商品が発売さ

れた｡記録型ディスクの種類は,大別すると,(1)追記

や書き換えが可能なDVD-RAM(Rendom Access

Memory)とDVD-RW(Rewritable),および(2)追記も

書き換えもできないDVD-R(Read)の2種類に分かれる｡

記録型DVDは再生型ディスクの規格確立後に製品化

されたので,すでに発売されているDVDプレーヤや

DVD-ROMドライブでは再生できないということが起き

ている｡

ここでは,日立製作所が開発した,DVD-RAMディス

クが再生できるDVDプレーヤ``RP-100”と,将来のDVD

の互換性を高めるDVDマルチ(再生)のコンセプトについ

て述べる｡

記録型DVDの種類と比較

記録型DVDの種類とその方式を表1に示す｡DVD-

RAMはもともとパソコンでの使用を主眼にしたシステム

であり,10万回以上の書き換えを保証し,ランダムでの

う1
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図1DVDプレーヤの需要予測

2001年には全世界で約2,500万台が出荷されると予測されて

いる｡
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図2 DVD-ROMドライブの需要予測

2001年には全世界で約4,000万台が出荷されると予測されて

いる｡

記録を可能にしている｡転送速度も2.66Mバイト/sと高

速である｡一方,DVD-RWは,AV(Audio-Visual)分野

での使用を目的に開発されたものである｡書き換え回数

も約1,000回であり,データ転送速度も1.33Mバイト/sと

DVD-RAMの半分である｡また,DVD-RAMでは,デー

タの重要性を考慮し,カートリッジ｢あり+と｢なし+の両

方のディスクが設定されている｡これに対して,

DVD-RWでは,ベア(カートリッジなし)ディスクしか設

定されていない｡ちなみに,DVD-Rは,一般に｢ライト

ワンス+と呼ばれ,1度しか書き込めず,追記や書き換え

ができないディスクである｡

32

表1DVDの比較

RAMはRWに対して.書き換え回数と転送速度の面で有利な

フォーマットである｡

項 目 DVD-RAM DVD-R DVD-RW

容 量 4.7Gバイト 同左 同左

データ転送速度 2,700バイト/s 1,350バイト/s 同左

記患フォーマット 非順次式 順次式 同左

セッションクローズ 不要 必要 同左

デイブ工クトマネジメント あり なし 同左

書き換え回数 100,000 1 1,000

Windows*whistter

FAT32Write/Read
あり なし 同左

注:*Windowsは.米国およびその他の国における米国Microso爪Corp.の登

録商標である｡

DVDの互換性

DVD機器の種類は,機器に付いている,互換性を保

障しているディスクの名称またはロゴから判別できる｡

DVD-RAMとDVD-RWは,現在発売されている機器

のうちの一部でしか再生できないが,DVD-Rは,ほとん

どのDVD機器で再生することができる｡

R立製作所は,2000年からDVDカム(ビデオカメラ),

DVDレコーダ,DVD-RAMドライブといった記録機器を

発売してきた｡これらはDVD-RAMを使用しているため,

その機器間では完全な互換性を持つが,既存のDVDプ

レーヤやDVD-ROMドライブでは再生ができなかった｡

この課題を解決するために,DVD-RAMの再生が可能

なDVD-ROMドライブを開発し,パソコンでの互換ニー

ズを解決してきた｡しかし,民生用のDVDプレーヤでは,

長い間このDVD-RAMを再生することができなかった｡

"RP-100”の特徴

今回,日立製作所は,DVD-RAMが再生できるDVD

プレーヤ"RP-100''を開発した｡これにより,DVDカムで

撮影したホームムービーやDVDレコーダで記録した番

組,DVD-RAMドライブ内蔵のパソコンで編集したムー

ビーなどを再生することが可能になった｡

2001年に発売したこのRP-100の最大の特徴は,DVD-

RAMとのヰ換性である(図3参照)｡

RP-100の外観を図4に示す｡RP-100では,スロットロ

ーディングというディスクの挿入方式を採用しており,

ベアディスクを差し込むだけで自動的にメカニズムに装て

んされ,再生ができる｡これはDVDカムで撮影した8cm
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図3 RP-100とDVD-RAMとの互換性
RP-100では,DVDカメラ,レコーダ,およびDVD-RAMドライ

ブで記録した映像を再生することができる｡

RP-100

{f

図4 RP-100の外観

スロットローディングメカニズムを搭載している｡

ディスクにも対応しており,ディスクをカートリッジか

ら外してローディングさせることができる(図5参照)｡

RP-100のRAM再生

RAM再生プレイヤーRP-100のブロックダイヤグラム

を図6に示す｡今回,通常のDVDディスクだけでなく,

DVD-RAMディスクを再生するために,DVDのメカニズ

ムにパソコン用に開発したDVD-RAMドライブ(GD-

SS20)を採用している(同国の左側)｡これは,スロット

ローディングメカニズムを搭載した薄型(高さ)17mmタ

イプで,DVD-ROM,DVD-RAM,CD-ROM,CD-R/RW

の再生が可能である｡このドライブにより,物理的に

DVD-RAMディスクを読むことが吋能になる｡同図の中

央にあるインタフェース(ATAPIインタフェースを採用)

を介し,同凶の右側がDVDの再生を行うバックエンド側

で,通常のDVD-Videoを再生するデコーダを搭載してい

DVD-RAMカメラ

DVD-RAMレコーダ

図5 カートリッジディスクの再生

8cmと12cmのディスクとも,カートリッジから取り出して再

生することができる｡

る｡DVD-RAMに記録された映像や音声信号を再牛する

ためには,DVDの記録のスタンダードであるDVD-VR

(Video Recording)フォーマットの再生に対応すること

が必要である｡そのため,これは,DVDカメラやDVD

レコーダが採用している記録方式で,リアルタイムで映

像,音声をDVD-RAMに記録するために開発したもので

ある｡今一口lのRP-100では,この再生のためにソフトウェ

アを新たに開発したことにより,通常DVDの再生(DVD-

video)とDVD-RAM(DVD一VR)の再生を可能とした｡

RP-100のその他の機能

(1)CD-R/RW再生

DVD両年のための650nmのレーザに加え,780nmの

レーザピックアップを搭載することで,音楽フォーマッ

トに準拠して作成されたオリジナルCD-R/RWを再生す

ることができる｡

(2)5.1チャネルドルビーサラウンド

DVDの映画を迫力あるサウンドで再生ができる,ドル

ピーディジタル5.1チャネルサラウンドデコーダを内蔵

している｡

(3)Dl端子搭載

DVDに記録された3種類の映像信号(Y,CB,CR)を

ダイレクトに出力するコンポーネント(色差)映像出力端

子に加え,同様の映像信号をモニタと1本のケーブルで

接続することができるDl端子を搭載している｡

(4)プレイリスト再生

DVDカメラやレコーダなどで編集,プログラムされた

プレイリストの順番に沿って映像と音声を再生すること

ができる｡

33



692 日立評論 Vot.83 No.11(2001-11)

バッファRAM 16MピノトSDRAM

スピンドル

モータ

ディスク

ユニット

メカニズム

モータドラ

イブ1C

ローディング

モータ

シークメカニズム

スレッド

モータ

アクチュエータ

ドライブIC

プリアンプIC

CD-DSP

SEAVO-DSP

LSl

1kビットEEPROM

システムコントロールCPU

フラッシュメモリ内蔵

DVD-DSP

CD･RAMDec.

ATAPll/F

LSl

DVD-ROMドライブ

】/F

ブロック

4Mピノト

DRAM

PPD65625GF

ATA

l/F

8Mヒ＼ソト

フラッシュ

メモリ

システムートCOm

SH7020

(20MHz)

デスクラン

プラ

システム

デコーダ

サブピク

チャー

ビデオ

デコード

ミクサ

オーディオ

デコーダ

(27MHz)

ビデオエン

コーダDAC

FLドライバーCPU

フロントブロック

･…･･･t∃
･･l･仁:亘司

リモート

コントロール

注:略語説明 作(-nteHace),DAC(Digital-tO-Ana10gConve什er).OE(Optoelectronic)､DSP(DigitalSignalPmcessor)

EEPROM(ElectricallyErasableROM),ATAPl(AdvancedTechno10gyAttachmentBusPacket】nterねce)

図6 RP-100のブロックダイヤグラム

DVD-ROMドライブとDVDの再生回路を示す｡

DVDマルチ化のコンセプト

RP-100は,DVD-RAMの再生を可能にしたDVDプレ

ーヤである｡現在,市場ではDVD-RWやDVD-Rを使用

した民生用DVDレコーダ,パソコン用DVDドライブな

どさまざまのものが販売されている｡このため,日立製

作所は,DVDフォーラムが推進するDVDマルチ化のコ

ンセプトを推進している｡DVDマルチ化のコンセプトを

図7に示す｡

rん仙二ニコ

DVDドライブ DVDフロレーヤ

1軒 て軒

㊨ ⑱ ⑯
DVD-RAM,DVD-R,DVD-RW

図7 DVDマルチ(再生)のコンセプト

DVD-RA帆 DVD-R.DVD-RWのディスクが,一般ユーザー向け

DVDプレーヤ,PC用DVD-ROMドライブで再生することができる｡
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これは,DVD-RAM,DVD-RW,DVD-Rのすべての

ディスクを再生できる機器を目指したものである｡これ

を実現することで,この3種類のどのディスクを使っても,

規定化された映像記録フォーマットに準拠して記録され

ていれば,再生が可能になる｡

おわりに

ここでは,DVD機器の現状と,最新のDVD-RAM再

生機能を持ったDVDプレーヤ"RP-100''について述べた｡

DVDの再生については,DVDマルチ化のコンセプト

に沿った開発が期待されている｡日立製作所は,これか

らもDVDについての新たな提案に努めていく考えで

ある｡
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